SURGICAL REPORT

          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Patient's name:

Diagnosis for surgery:  左踵骨骨折(Tonque type)　　　　　　　　　　　　　

Surgical procedure: Westhues法

Date:

Supervisor:

Surgeon:

Assistants: 

Anesthesiologist: 

Method of anesthesia: 

Duration of surgery:



Blood loss:                

Blood transfusion:  ml



Fluid transfusion:  ml  

Amount of urination: ml　　

Surgical finding and process:

　全身麻酔下に患者を腹臥位として左下腿の下に枕を入れて右足部が重ならないようにした。両手掌で踵骨を内外側より圧迫し外側膨隆を除いた。左下肢をイソジンで消毒してから手術を開始した。尖刃を用いて皮膚を縦切して踵骨隆起より少し足底側に4.0mm Steinmann pinを当てた。透視下にSteinmann pinをsagitalでは後距踵関節の骨片下に、またhorizontalではやや外側に向けて先端を骨片下まで刺入した。足関節を底屈させつつSteinmann pinを用いてclockwiseに力を加え、Anthonsen viewでposterior facetの充分な整復位が獲得できることを確認した。しかしSteinmman pin に力を加えないと整復位を維持できないので、力を加えつつ透視下に整復位を確認しながら3.0 K-wireを踵骨隆起から距踵関節軟骨下骨に2本刺入した。2本のk-wireでの固定性は良好で整復位も充分であることを確認した。1cm程残して切断し万能プライヤーを用いて先端を曲げた。皮膚に緊張がかからないよう皮切を延長し、3-0ナイロンで縫合して手術を終了した。
